














要約

  教育年数の長期化、就業率の上昇といった女性のライフスタイルの変化は、必然的に「産

む」「産まない」あるいは「何人」を「いつ」という reproductive goal (生殖に関する

目標)に影響し、その達成における重要性はより高くなるはずである。しかし日本の現状

は、全中絶件数の 8 割が成人女性によって占められており、「産み終え世代」による「繰

り返し中絶」が日本の状況を特徴づけるものであると言われる。本研究では、国内で発表

された先行文献を中心にレピューし、「望まない妊娠」の背景となる、日本人女性の

reproductive goal 観とその達成過程に影響する様々な要因を考察する。


